
 

「総合的な学習の時間と教科等との関連に対する基本的な考え方」  
――大野郡丹生川村 丹生川小学校―― 

                                               

研究主題  「主体的・創造的に問題解決できる子」の育成 

～コミュニケーション能力の育成による、 

より積極的に地域にかかわることのできる総合的な学習の時間をめざして～ 

主題設定の理由  

本校の児童は、勤労生産活動を本校の伝統と受け止め、各学年に進級するにあたって、次は何を育てるのか、

どうやって世話をすればよいのか主体的に考え、意欲的に取り組んでいる。勤労生産活動での気付きから課題

作りをする総合的な学習においても、課題を見付け、友達と協力して問題を解決しようとする姿が多く見られ

た。そこでは、それまでに総合的な学習や各教科で身に付けた力が問題解決の拠りどころとなっている。しか

し、勤労生産活動には進んで取り組むことができても、総合的な学習の時間の中で、「自分の考えをグループ

や学級、全校に発信したり、友だちと話し合ったりする力」「他の人や社会とのかかわりを積極的にもとうと

する態度やそこから学ぶ姿勢」に弱さが見られた。そこで、一人一人が自分の考えをもって発信し、人の話を

聞いてそれに対する考えをもち、相手にわかりやすく伝えることができるようになれば、より積極的に他とか

かわることができる総合的な学習の時間になると考え、主題を設定した。 
研究の仮説   教科の学習で児童のコミュニケーション能力を育てる方法を明らかにし、総合的な学

習の時間において適切な支援をすれば、コミュニケーション能力を育てることができる。また、総合的な

学習の時間において明らかになった一人一人のコミュニケーション能力の弱さを分析把握し、重点的に指

導していく点を明確にして教科指導にあたれば、児童のコミュニケーション能力を育て、主体的・創造的

に問題解決できる子に近づく。 
 
 

 

 

 

研究内容 

授業実践 

コミュニケーション能力という視

点に立ち、教科と総合的な学習の有

機的な関連を授業実践で検証する。

年間指導計画の作成 

・年間指導計画作成 

・教科の中で重点的にコミュニケーション能

力を育てる単元を計画的に位置付ける。 

・ に生きる

・話す・聞く姿勢の徹底 

児童理解と支援

ノートづくり 



本校の考えるコミュニケーション能力とは、①伝えようとする内容をもつ力 ②表現する力 ③話を聞いて

いをつかむ力の三つの力ととらえ、 の発達段階における願う

 低学年 中学年 

それぞれ 姿を次のように考えた。 

高学年 

① ・ 自分の周りの人や自然に進

んで関わろうとする。 

・ っ・ 学習して,分ったことや思っ

たことをもつ。 

・ 話題についての自分の考え

をもつ。 

・ 活動する中で、思いや感想を

もつ。 

・ 相手の気持ちを考えながら、

伝えようとする内容をもつ。 

人の話を聞いて疑問をも

たり似ていることや違いを

見付けたりする。 

② ・ 伝えたいことを選び、順序に

従って話す。 

・ 身振り手振りを交え、自分の

言葉で伝えたいことを話す。 

て表現する。 

・ 相手や場に応じて適切な言

葉使いで話す。 

・ 身振り手振りを交え、表情豊

かに表現する。 

・ 相手に分かりやすいように

組み立てを考えたり、資料を

使ったりし

・ 相手の反応を見て、伝わって

いるか確かめながら話す。 

言葉や表情から、相手が伝え

相手の思

③ ・ 話を聞き漏らさないように

最後まで聞いて理解する。 

・ 分からないことは聞き返す。 

・ 話を聞いて内容を理解し、伝

えようとすることをつかむ。 

・ 話を聞いて返事をしたり、あ

いづちを打ったりするなど

の反応をしながら聞く。 

・ 

ようとすることや思いをく

み取る。 

・ 話し手が話しやすいように

うなずいたり、驚いたり、聞

がら聞く。 き返したりしな
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【各学年：教科等との関連の実践一覧】 

学習活動の内容 

３ 年 総合「丹生川博士になろう」 独立型        
◎  

４ 年 総合「花名人さんにインタビュー」 独立型        
◎  

５ 年 総合「山友タイム」 独立型   
○     

◎  

６ 年 総合「ＮＢＡ（丹生川・ボランティ

ア・アンパンマン）」 独立型   
○ ◎    

○  
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